
参考資料 様式３ ② あきたスマートシティ推進協議会

あきたスマートシティ・プロジェクト（仮称）基本計画の効果的な推進に向けて、事業内容および各種補助申請の検討、関係機関の役割分担等の調整を行う

設置目的

産学官からなる推進協議会を秋田市が設置する。事務局は秋田市、運営・管理はパートナーシップ協定を締結した日本総合研究所が担う。
また、庁内の連絡体制を緊密なものとするため、中川副市長を座長とし、プロジェクト関係部局の次長で構成する庁内連絡会を立ち上げる。
なお、協議会において、事業が具体化した際は、協議会メンバーと庁内関係部門からなるワーキンググループを設置し、詳細な検討を行う。

運営体制

推進協議会（１６～）

【コア企業（４）】
日本総合研究所、日本IBM、
ジョンソンコントロールズ
アイ・エム・サービス

【参画大学（３）】
・東北大学大学院
・秋田大学
・秋田県立大学【地元企業（２）】

【秋田県（２）】
・秋田県産業労働部
・秋田県生活環境部

【事務局】
秋田市（環境部・関連部門）

【関係団体（２）】
・商工会議所
・地元NPO 等

【その他参画企業】（１～３）

庁内連絡会（１２）

座長：副市長

環境部（事務局）

商工部（地域経済・通貨）

企画財政部(財産管理・通貨)

総務部（新庁舎・統合管理・行革）

教育委員会（ＥＳＣＯ・小中学校PV）

上下水道局（ＥＳＣＯ）

市民生活部（ＥＳＣＯ）

病院事務局（ＥＳＣＯ）

保健所（ＥＳＣＯ）

農林部（バイオマス・農業）

都市整備部（モビリティ）

※会員は次長級で構成
関連部門は必要に応じ随時変更

協議会参加

情報共有

ワーキンググループ

ＷＧ参加

情報共有

●ブランド（ビジョン）／環境
リーダー育成WG

●情報統合管理基盤／地
域ESCO事業WG

●地産エネルギー導入／
グリーンツーリズムWG

●低炭素モビリティ／電子
地域通貨WG

●新庁舎連携WG

●地域LEED認証WG


